
私たち東日本ユニオンは 2021 年度夏季手当について、しっかりと経営状況を見極め「基

準内賃金の 2.8 ヶ月分」とした理性的な要求を経営側に提出しました。 

4 月 28 日に発表した「2020 年度期末決算」は、営業収益を半減させＪＲ東日本発足以

来初の赤字となりましたが、貸借対照表からは負債（借金）を増やしながらも固定資産を

大きく増やしていることが見て取れます。これは、赤字下においても設備投資を積極的に

進めてきた結果です。 
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ＪＲ東日本は4月28日

に「2020 年度期末決算」

を発表しました。単体決

算では新型コロナウイル

スの影響を受けて営業収

益（11,841 億円／対前年

△8,769 億円）、運輸収入

（9,543 億円／同△8,385

億円）が 2 期連続の減収、

かつ過去最低を記録。期

末決算としては初めて営

業損失（△4,785 億円）、

経常損失（△5,177 億円）、

当期純損失（△5,066 億

円）を計上しました。 

期末決算の発表を受

け、各マスコミは「ＪＲ

東日本 民営化後 初の赤

字」「ＪＲ東日本、21 年 3

月期は5,779億円の赤字」

など、センセーショナル

な見出しで報じていま

す。 

 

 

 

会社は同時に「変革の

スピードアップのための

投資計画」（2021 年度設

備投資計画）を発表しま

した。「変革 2027」の早

期実現に向けて、収益力

向上に資する成長投資を

積極的に実施していくほ

か、業務改革などに資す

る充填枠投資を着実に実

施するとしています。 

 

＜連結＞ 2021年度計画 2020年度実績  ＜単体＞ 2021年度計画 2020年度実績 

赤字決算に伴い、純資産を 5,371 億円減

少させ、資金調達などにより負債を 8,692

億円増加させた一方、設備投資などを通し

て「固定資産は 3,280 億円も増加」させて

います。その結果として損益計算書におけ

る費用では「減価償却費」のみを増大させ

ているのです。 

 

 

ＪＲ東日本は赤字下といえども、将来の収益確保に向けて設備投資には借金をしてでも

惜しみなく資金を投入しています。この力強い経営体力に自信を持ち、ＪＲ労働者に対し

ても「安心して生活するための要件である賃金・手当」としての投資＝夏季手当満額回答

を求めていきましょう！ 

 

【2019年度】                             （単位：億円） 

 

【2020年度】                             （単位：億円） 

 

 

 

 

 2019年度 2020年度 差 

減価償却費 3,074 3,212 ＋138 

（単位：億円） 


